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る。海産の軟体動物であるイモ貝は，その様な毒の宝庫として脚光を浴びている。 1981年に Gray らが，
Conus geogr，αphusよりコノトキシンGI ， GIA , Gll を単離構造決定して以来，同属の magusを含
めて約40種のペプチド性神経毒が単離された。これら神経毒は作用部位の差異及び化学構造の特徴によっ










ゲオグラフトキシン I ArgAspfiy活白磁Thr t!ypHypLysLys凶SLysAsPÂrgGlnGysLys
〈コノトキシシ GIIIA) HypGlnArgC路程抑A1 a-NH2 
ゲオグラフトヰシシ 11 ArgAspC"Y，減却まThrt! ypHypArgLys~LysAspArgArgnYsLys
〈コノトキシシ GIIIB) t!ypMetLysO減白出Ala-NH2




































キシン GVIAの全合成に到達した。そのために 4 箇のシステイン残基間で可能な 3 種のジスルフィド結
合を持っすべてのペプチドをそれぞれ選択的に合成し，それぞ、れについて生物活性を測定して，天然コ
ノトキシンにおけるジスルフィド結合の架橋位置を確定した。このことによってはじめてこの種の神経
毒物質の高次構造を論じることが可能となり，蛋白質研究所においてその詳細なNMR解析が行われた
結果，神経毒成分とそのレセプターとの関係が議論できるようになった。
以上のように西内君の研究はペプチド合成化学における基礎的研究の一つを完成させたものであり，
特にシステインペプチドのジスルフィド結合の位置の決定の問題に対して先駆的研究を果たしたもので
ある。それとともに本研究は生物活性のコンホメーションと薬理活性との関係，特に神経薬理作用のレ
セプターの問題に一石を投じた独特な研究で，理学博士の学位論文として十分価値あるものであること
を認める。
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